
＜教育利用＞ ⑨ アルゴリズムとプログラム「ゆがんだサイコロの確率を生成AIと調べる」
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様式B-9

３学年・情報科
アルゴリズムとプログラム
単元：数値計算の基礎
ChatGPTを教員が活用

〇授業の目的

・ゆがんだサイコロの出目の確率を調べると
いう未知の課題に対して、プログラムとAIを
駆使しながら答えを出すという過程を経験す
る。

〇生成AIの活用方法

・公正なサイコロの出目の傾向を調べるため
のプログラム作成をChatGPTに依頼する。

・実物のゆがんだサイコロを振った結果が、
どれくらい偏っているか評価する方法を生成
AIと教師に聞きながら、考察する。

〇生成AI活用のメリット・デメリット、
指導上の留意点等

・生成AIを活用する際に、正しい手順や、出
された回答の確認の仕方を知った状態で利用
すると、もっとも効率的であることが分かっ
た。AIが利用できる環境だとしても、課題解
決の方法（今回の授業では検定の手法）に関
する知識を人間が持っているのは重要である。

生成AIに質問しながら作成した
適合度検定を行うプログラム


